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Ｉ　はじめに
１　研究の目的と意義
本論文では
，子どもの問いから始まる体験活動
を組み込んだ総合的学習と
，概念探究の社会科授
業の融合について明らかにする
。これは，今後も，
小
・中学校において，体験に基づいた学習が重視
される中で
，体験活動を組み込みながら，社会認
識の深化を目指す社会科地理の授業づくりが必要
であり1）
，この授業設計と課題について考えるこ
とは意義かおるからである。
２　先行研究
2-1)生活か科学か
社会科授業研究をめぐる論争点として
，生活
（子ども）の論理か科学の論理かがある
。つまり，
生活（子ども）の論理と科学の論理を調和的に形
成することのできる望ましい授業実践のおり方に
ついての意見の対立かおる
。また，教育内容から
の下降型か生活体験からの上昇型か
，系統学習か
問題解決学習かといった観点からの議論である
。
これまでの研究は
，体験と認識の二項対立の図式
があった
。しかし，筆者は，二項対立ではなく，
全ての学習が
，体験と思考との間に立脚するとい
う考え方を取る
。体験活動を組み込み，その振り
返り（反省的思考）の場面で
，子どもの問いから
の問題解決的な学習を目指し
，同時に社会科学の
概念を獲得する授業設計論をとりたい
。安野功
（2006）2）のように
，今回の中間報告でも，体験
重視は続くと思われる
。体験に基づいた社会科学
習で
，どのような社会認識を育てるのか，また，
そのための授業設計について考えてみたい。
2-2)体験と思考
体験と思考の関係については，体験主義に陥る
傾向を批判しながらも
，社会科のアイデンティティ
はあくまで合理的意思決定の基盤を培う匚説明｣
主義に求めるべきではないかと主張する森分孝治
(2003)3)が参考になる
。探究学習については，
最近では
，探究的授業構成論の再評価を行った児
玉修(2005)4)らがいる
。また，アメリカ新社会
科の探究学習について報告した金子邦秀(2004)5)
が
，アメリカでも実際の授業記録を取ることが行
われていることを言及している
。
一方，現場の研究と ，経験と社会科の授業
設計について考えた研究(小谷2005)6)や
，総合
学習と社会科についてのリンクを考えた研究(竹
澤, 2005)7)などかおる
。
また
，経験と知識について，反省的思考の重要
性を述べた寺西和子(l 991)85かおる
。また，子
どもの問いからの社会科学習ということになると
，
佐長健司(2003)9)の研究が挙げられる
。彼は，
生活主義社会科の学習では
，学習者自身の生活に
おける切実な問題を設定し
，そのための解決の学
習を行うとしながらも
，問題の個人化を招き政治
的決定の対象として考察することを阻害され
，政
治的決定への参加も阻害されると批判する
。しか
し
，逆にいえば，学習者自身の生活における切実
な問題を個人化させず
，社会科教師が，社会科学
の概念を獲得させるように授業を構成することは
できないだろうか
。私の問いは，ここにある。つ
まり
，思考の筋道の方法を指導していくことが必
要だと考える
。小原友行氏は，①社会の現実に
出会わせる必要性②社会参加型の学習方法の導入
を指摘している
。このように，体験と思考，つま
り
，体験に基づく子供の問いから社会認識を深め
る実践的な研究や授業設計論がほとんどない。
― 97
2-3) 子どもの問いからの社会科実践と体験活
動を生かした授業の流れ
子どもの問いから始まる授業としては，無着成恭
氏 の山びこ学校の「学校はどれくらい金がかかる
ものなのか」 の実践II）が有名である。しかし，子
供の問いから始 まっているが，現在から見ると，
学校の予算について， もっと社会科学的な見地か
らの考察が必要である几 子どもの問いから始ま
る社会科授業は，どうしても社会科学的な概念が
獲得できず， はいまわるということが起こる。し
かし，現在の社会科教育を考え る上で，ここには
２つの問題があり，示唆に富む。　１つ目は，子ど
もの問いと意見だけで授業を進めようとしている
ところに限界がある。
２つ目 は， この学 校の予算の問題 について，
匚財政」 という社会科学的な視点から， 教師が教
材研究をして，授業設計を行う必要性が課題とし
て残されている。ここの所が見落とされてきたよ
うに思う。
2-4) 筆者の考える社会科授業づ くりの流れ
筆者 は，社会科授業づくりを１［目きりの授業設
計とは考えていない，同じ教材を，試行錯誤を繰
り返しながら，より良い授業を求 めて，職人の如
く教師 もより良いものに高めていくことが重要で
あると考える。
総合学習などの体験活動と振り返り場面での社
会科授業設計との関連はどうあればよいのだろう
か？　筆者の考えは次 のとおりである。
【体験活動を生かした授業づくりの流 れ】
子どもの問い→教師の教材研究　 →子どもと教
師の体験活動→一緒に追究する教師→様々な問い
と学び→深めるための授業計画（授業設計）→振
り返り（反省的思考場面を組み込んだ授業）→授
業記録→授業改善→修正された社会科授業指導案
Ｈ　 研究方法
以上のような問題意識から次のような方法で，
体験と社会科授業設計との関連を明らかにしたい。
１）地域の子どもの景観に対する問いから探究的
な総合学習「筏文化に着目した総合学習」を，伝
統文化としての，筏乗りの体験活動を組み込んで
行う。２） この総合学習の記録と授業分析と教師
-
の反省から，新たに，最近の社会諸科学の成果を
組み込んだ筏文化に着目した 厂運輸業」・ 厂林業」
の社会科授業設計を行う。
Ⅲ　生活文化の総合学習とそこで得た知見
１　生活文化を主題とした社会科 の授業分析から
得られた認識の深化パターン
筆者(1995)145 は，70 事例の生活文化（食文化）
を主題とする授業分析から，社会認識構造の深化
パターンに注目して，体験活動を組み込みながら
社会認識の深化形成を目指す生活文化学習の授業
パターンを４つのパターンに分類した（体験活動
を組み込んだ社会科学習はこの４つのパターンに
分類できる【表Ｉ】）≒ その結果，特に，パター
ン４の授業のように，時間軸と空間軸 にそれぞれ
因果関係的知識が獲得できるように二層になって
いるように，授業設計をすれば，社会科地理の授
業 においても，歴史的アプローチが可能になり，
総合的に社会事象を追究する授業設計ができるよ
うになるとした。そして，空間軸と時間軸を組み
込んだ生活文化学習の授業 モデルを図１のように
提示した。図１は，生活文化を核とし，体験活動
を組み込みながら，空間軸と時間軸から総合的に
社会認識が深まることを表す。
【表 １；体験活動を 組み込んだ社会科の生活文
化学習の４つのパターン】
〈パターン１〉生活文化が記述的知識（Ｗ） として
組み込まれている授業（生活文化紹介型）※体験活
動→スライド視聴
Ｗ→認識の深化ができない。
空間軸　 ：　時間軸
Ｗ　 （記述的知識）
〈パターン２〉生活文化 と技術の因果関係的知識
① ）が１つ組み込まれているが検証過程との組み
合わせで認識が深化し，二層構造となっている授業
（地域の人々の生活の知恵組み込み型）
※　体験活動→野菜を保存する雪の中の温度の計測
空間軸　 ：　時間軸
Ｄ（因果関係的知識）
（保存技術の概念）獲得
〈パターン３〉二層の因果関係的知識（現象的因果
関係と本質的因果関係）が組み込まれ認識が深化し
ている授業（自然条件→経済コスト追究型）
※　体験活動→（ハンバーガーを食べるなど）
空間軸　 ：　時間軸
Ｄ 工　→　Ｄ ２
（自然条件）（経済コスト）の概念獲得
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〈パターン４〉二層の因果関係的知識が組み込まれ
ている
。更に、現象的 と本質的因果関係が
空間軸と時間軸の両方にまたがっているので、社会
認識形成と同時に地域性の理解へ進む授業（自然条件から保存・輸送技術追究型）※体験活動→（醤油
づくりなど）
空間軸　：　時間軸Ｄ１　→　　Ｄ２
（自然条件）　　（保存・輸送技術）の概念獲得
?
?
?
は，この筏の減少については大きく２つの理由か
おる。
第一は，水力発電所の建設により，川をせき止
める必要があったこと
，第二は，近年，コンテナ
の発達により
，安い値段で製材され加工された木
材(集成材)が
，港に届くようになったことであ
る
。したがって昔のような筏師の風物詩が見られ
なくなったのである。
３　実践の実際～筏文化に着目した堀川の総合学
習から社会参加型の学習へ(平成15年度)
１年目は
，名古屋港に注ぐ堀川下流部の小学校
の位置に着目
。匚なぜ堀川に筏が浮かんでいるの？｣
という地域の景観に対する子どもの問いから堀川
の総合学習の実践をスタ
トーする。匚木場(きば)｣
という地名に着目
。地域の古老や筏師との出会い
から
，学区貯木場があり，伊勢湾台風の時は大
変な被害があったことを学んだ
。
(平成16年度)
２年目は
，この筏師との協力で，小学校の屋上
プ
ルーに丸太を運び，筏を組んで，名古屋市指定
無形民俗文化財の筏の
一本乗りなどの体験活動に
チャレンジした
。そしてこの体験活動を基にして，
筏師から多くを学んだ
。貯木場とは簡単に言えば，
丸太のショ
ウーインドー のことであり，材木商人
が丸太を注文し
，この注文を受けた筏師が，丸太
を筏に組んで
，堀川沿いの製材所へ運ばれ，その
丸太がクレ
ンーで引き上げられ，角材にされる。
つまり，堀川は木材などを運ぶ運河であったこと
がわか
った。
(平成17年度)
３年目は
，堀川ライオンズクラブ18)とのコラボ
レ
シーョンにより愛知万博で学習の成果を発表し
た
。一般市民の前で，今までの学習をもとに，堀
川をきれいにしようとアピ
ルーできた。
４　教師の反省から見た総合学習匚堀川]の実践
から見えてきた社会科授業とは？
地域学習であるこの実践で
，関係者への聞き取
り活動により
，匚筏は，木曽のひのきを伐採して
筏に組んで下流まで運ぶ輸送手段であり
，下流の
貯木場の丸太は
，更に，筏に組まれ，堀川をのぼ
り，堀川沿いに立地する製材所へ運ばれ，角材に
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空間軸
【図１：生活文化学習の授業モデル】
２　生活文化に着目した授業モデルを使った総合
学習の実践の実際
このモデルをもとに
，筆者の勤務する小学校で，
地域の生活文化（筏文化）に着目し
，時間軸を組
み込んだ環境学習を
，総合的学習の時間を使って
３年間(2002
～2005年）行った。
もともと
，筏文化に着目した総合学習は，地域
の
一員としての自覚を育てることを狙ったもので
ある
。この地域は，名古屋市南部の名古屋港付近
に位置し, 1980年代より
，埋め立て地にマンショ
ンが造成され
，人口移動の激しい地域で，学区や
地域の歴史を知らないものがほとんどである
。し
たがって
，子どもたちに，この地域がどんな歴史
かおり
，どのような生活文化があったかを学びと
して実現させたいと考え
，実践を行った。桑原敏
典氏は
，冷静な目で社会を見る目や思考力を育て
るべきであると指摘しているが16）
，もちろんそれ
も大切なことではあるが
，地域から学ぶことは，
社会科地理においては
，絶対に必要である／子
どもが持った学習問題厂なぜ堀川の筏師が減少し
ているのか？
」という問いは，学習問題として，
どうか
，つまり，地域に残る生活文化の減少につ
いて考えることは意味かおるかどうかである。実
された
。これらの材木が，建築やものづくりに使
われたので
，名古屋のまちの発展を支えてきた。」
という説明的知識を獲得できた
。19）
こうして
，堀川が物資輸送路としての運河であ
ることが
，筏文化を通して浮かび上がってきた。
そして
，筏を通して，堀川の歴史や，運送業，林
業の問題について考えさせたいと思うようになっ
た
。特に，総合学習をしていく中で，関心を持
たのは
，木材を運ぶ輸送手段としてのコンテナで
ある
。また，その後の授業の目標として，匚外国
の集成材が増加したので
，コンテナが増加し，筏
が減少した。」という説明的知識の獲得をねらっ
た。
つまり
，筏と堀川の地域学習を通して得た説明
的知識をもとに
，今度は，５年生社会科匚運送業」
の問題や「林業」の問題の授業設計が可能となる。
つまり
，総合学習での子どもの問いからの地域
学習は
，社会科教師の授業設計をする上での基盤
となるものであるともいえる。
3-2)体験活動による子どもの語や概念の発生
この総合学習での体験活動において体験活動時
や
，体験活動直後子どもの作文を分析した所，
このいかだ乗りには
，「楽しかった」，の他に，
厂筏師さんの技術はすごい」「‾最初ぽかんたんと思っ
ていたが
，水に落ちるとこわかった。」匚筏は木材
を運ぶ手段と初めて知った
，お仕事がんばって下
さい
。」など，筏師のいかだ乗りの技術やいかだ
師の仕事への関心が含まれていた。また，筏師に
対する問いを書かせたところ
，14もの問いが生ま
れていることがわかった
。このように，体験時に
は
，くつもの感想や，疑問が生まれ，子どもの
思考は
，多くの語や概念が生まれていることがわ
かった
。また，知識として，未分化の状態のもの
もある
。従って，これらの，子どもの作文の分析
結果も
，考慮に入れながら授業設計をしていく必
要かおる
。授業設計をする際も，子どものだくさ
んの問いの中から
，授業者が問いを精選し，授業
を絞り込んでいくことも重要である。
Ⅲ　総合学習の実践から科学的社会認識形成を目
指す授業設計へ
１　筏の総合学習から見えてきたもの
前述の筏の総合学習から見えてきた社会科授業
とは次の２つのモデルであるＯ
授業モデルＡ
；　匚筏の減少とコンテナの増加～林
業と環境問題について考える
～」
授業モデルＢ；（モーダルシフト20）の概念～運送
業と物流について考える～」２　授業モデルについての検討
この授業は
，筏の総合学習のカリキュラムを作
成していく中で生み出された授業モデルである
。
つまり
，地域に住む共同体として，子供も大人も
同じ問題意識を持ったとき
，初めてその学習問題
を追究していこうという気持ちになるのではない
だろうか？
３　この筏の授業で批判的思考力は育成できるの
か？
例えば
，この授業において，匚日本は，このよ
うな海外からの木材の輸入でよいのだろうか」と
いう議論ができる
。　ここは，このよな価値
葛藤の場面が設定できるであろう
。
Ａ　日本の林業の地産地消を行うべきである
。
Ｂ　日本は海外の安い木材を使用すべきである
。
コンテナ輸送が増えてきたことで
，どのような変
化が起きてきたのか？
①社会諸科学の成果における森林問題について
森分氏は匚意思決定主義社会科の理論が
一層深め
られ
，授業開発が進むことを提案したい。しかし，
社会科のアイデンティティはあくまで合理的意思
決定の基盤を培う「説明」主義に求めるべきでは
ないか
。ブ筆者も，同感である。最近，価値分
析過程の研究が盛んである
。しかし，体験重視が
強調されている現在
，概念探求過程の社会科授業
の在り方の研究も
，もっと重視されるべきである。
４　社会科学の成果を組み込んだ単元構成
筏と堀川の総合学習を試行錯誤しながら行った
結果
，明らかになったことは，堀川が木材などの
物資を名古屋城や名古屋のまちに運ぶための運河
であったことである
。そして，筏とは，古代から
川の上流部で伐採した木材を運ぶための
，人々の
生活の知恵であったといえる
。考えてみれば，筏
はエコな環境に優しい物資輸送手段（エコ
・ビー
グル）であったし
，筏師とは，木材の運送業者で
あったＯこのように，総合学習を行いながら，５
－100 －
年生の社会科の「森林のはたらき」の授業構成の
視点が明らかになってきた。
５　授業 モデルＡの知識の構造（林業の問題とし
ての視点）
１　日本は，国土面積の3分の2が森林だが，木材
消費量の約80 ％を外国から輸入しており，自給
ができていない。 また木材は， ほとんどが住宅
や家具の材料および紙の原料として利用される。
２　木材の輸入される時の形 はさまざまである。
2-1 ； 住宅や家具を忤るときの製材や合板は，
そのままの形で輸入されることもあれば，丸太
の状態 もある。
2-2 ； 紙 の原料は，木材を細かく碎い た 匚チッ
プ」や，チップを加工した 匚パルプ」の状態で
運ばれる。
2-3; 輸入さ れる木材も， その形 によって積 み
込まれる船の種類が異なる。
丸太やチップは，一度に大量に運び，日本国
内で加工されるので，原料を専門に運ぶ専用船
である木材専用船やチップ専用船が使われる。
2-4 ； 加工済みの製材や合板， パルプなどの製
品 は，何でも運べるばら積み船やコンテナ船が
利用されている。
3　90 年代 には，日本の国有林野財政破綻が起こ
る。
3-1 ； 80年代には， 大手住宅 メーカ ーからの北
米からの部材が調達されるようになったので，
製品形態での輸入が70％も占めるようになった。
3-2; 森林は，一般的には再生可能な資源であっ
て，生態系の自然回復力の範囲で伐採，更新を
繰り返していく行為，これが林業にはかならな
い。
3-3; 生態系を無視した， 資源の再生を考慮 し
ない略奪的林業が森林破壊の原因になっている。
以上のことに着目させることが必要である。
IV　 授業設計〈授業 モデルＡ〉
１　単元　 産業学習「森林のはたらきとわたした
ちのくらし」
２　ねらい
わが国の林業の問題点 について考える。
○我が国の林業が，国民生活を支える重要な役割
を果たしていることを考えることができるＯ
Ｏ林業に関する社会的事象を具体的に調査する力
○林業が，国民生活を支えていることを理解する
ことができるＯ
Ｏ日本の木の自給率が20％であり，今後の日本に
ついて考えることができる。
３　指導計画
第１時　筏乗りの体験活動
第２時　筏と林業
対象学年　小学校５年生
学習内容 指導上の留意点
１　筏乗り の学習 に
ついて想 起し， 感
想を述べる。
・楽しかった。
・面白かった。
・こわかった。
・筏師さ んの筏乗 り
の技術がす ごいと
思った。
２　「なぜ筏が堀川
に浮か んで いた の
か？堀川 と筏はど
んな関係 かおる の
だろうか？」
３　そ もそ も木材 は
ど のよ うにして運
んできたのか？
木 曽 の森 林で木
を切り， 筏 に組 ん
で名古 屋港まで運
んで きた。　これを
貯木場 に浮か べて
おい て材木業者 の
注文 により堀川 沿
い の製 材所 へ運 ん
だ。
４　な ぜ名古 屋のま
ちが発展して きた
のか？名古 屋のま
ちづ くり と堀 川は
どんな関係 がある
のだろうか？
○な ぜ筏 師の仕事は
減少してきたのか？
５　現 在は， ど のよ
うにして木 材を運
んでい るのだろう
か？
・ 昭和40 年代をさか
いにして， ト ラッ
クなど の陸上輸送
に変わってきた。
○筏乗 りの体験活動
の感想を話 し合 わ
せる。
筏乗り の時の体験
を想起させる。
○筏師 への聞き取 り
調 査か らわか った
ことを中心 に発表
させる。
○筏 によ る川を 下る
木 材輸送 は古 代か
ら行わ れて きたこ
とに気付かせる。
○堀川 は木材などを
運ぶ物資輸 送路で
あった ことに気付
かせる。
○木曽川上流と堀川
下流 の地 図を 資料
として提示する。
○ グループで話 し合
わせる。
○折 れ線 グラフ資料
の提示
○環境問題，地 球温
暖化 と の関 わりで
とらえさせる。
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・コ ンテナの発達 に
より， 国産材か ら
外国か らの製材さ
れた集成 材を使う
ようになってきた。
４　最近 のコ ンテ ナ
はど のよ うにして
運ばれてくるのか？
・外国 の安 い賃金で
製 材され た角材 が
コンテナ に詰 めら
れて輸入 さ れるよ
うになってきた。
５　０ 今後， 日本の
林業 はど のよう に
あるべきだろうか？
○集成 材の見本を提
－不
○拡大写真を提示
○グル ープ で話し合
わせた後， 発表し
合う。
Ｖ　 授業設計〈授業モデルＢ〉　；
１　運輸業と環境問題との関わりの視点から
総合学習を行ううちに，運輸業 と環境問題との
関わりについて考えることのできる概念にぶっかっ
た。ロードプ ライシングといって，大気汚染や騒
音などの道路公害を生む自動車交通対策として，
特定の道路や区間を走行する自動車に一種の課徴
金をかけることで，別の道路や区間に移るように
誘導し，問題となっている道路，区間の交通量を
減らす方式である。 また， 匚モーダルシフト」と
は，交通機関間の最適な組み合わせによって，で
きるだけ環境負荷の少ない公共交通機関の利用へ
と需要の転換を促進することである。
モーダルシフトとは，ト ラックによる幹線貨物
輸送を， 匚地球に優しく，大量輸送が可能な海運
または鉄道 に転換」することをいう。特に長距離
雑貨輸送については，海運・鉄道の比率を現在の
40％から2010年に約50 ％に向上させることを目標
としている。
海上輸送の大きなメリットは長距離の一括大量
輸送による効率化などにあるが， モーダルシフト
を推進するためには，それだけの貨物量 の確保，
トラックなどとの積み替えなど，関係者 の積極的
な取り組みが不可欠である。
２　地球温暖化について
平成 ９年(1997) の京都会議で地球温暖化対策
としてC02  (二酸化炭素）を1990 年に比べ2010 年
前後には６％程度削減することが決まった。運輸
部門のcoj 出量 は日本全体の約２割だが， その
うち９割は自動車が占めている。このため，運輸
省ではｃｏ消U減に向けてさまざまな取り組みを行っ
ている。その一つがモーダルシフト(Modal shift)
であるｏ
授業 モデルＢ の知識の構造；モーダルシフト
トラックや航空機による輸送から，環境に与える
負荷が小さい鉄道や海運などの輸送手段に転換す
ること。鉄道 のｃ０,排出量は，トラックの８分の
１程度と言われる。地球温暖化，森林破壊，水質
汚染- 。環境問題が，企業にとって無視で きな
い重要なテーマになっている。地球環境に対して
企業活動が及ぼす影響は大きく，消費者の関心 も
確実に高まっている。今後は，環境対策に無関心
な企業は市場から退場を促される。特に，地球温
暖化に注目が集まっている。日本は今年６月，京
都議定書を批准した。その結果, 1990 年を基準と
し, 2008 年からの５年間で年平均 ６％の温暖化ガ
ス削減を義務づけられた。
２　授業設計の実際
(1) 単元　 産業学習 厂コンテナの発達とわたした
ちのくらし｣
(2) ねらい
わが国の運輸業の発展に関心を もっ。
○ 我が国の運輸業が国民生活を支え る重要な役
割を果たしていることを考えることができる。
○ 運輸業 に関する社会的事象を具体的に調査す
る力
○ 様々な運輸業が， 国民生活を支えてい ること
を理解することができる。
○ 最近， モーダルシフトの概念が叫ばれ環境に
優しい対策をとろうとしていることに気付く。
３　指導計画
対象学年　 小学校 ５年生
学習内容 指導上の留意点
１　筏乗り の学習 に
ついて 想起し、 感
想を述べる。
・楽しかった。
・面白かった。
・こわかった。
・筏師さん の筏乗 り
の技術 がすごい と
思った。
２　そ もそ も木材 は
どのようにして 運
んできたのか？
○筏乗り の体験活動
の感想を 話し合 わ
せる。
○筏 師へ の聞 き取り
調査か らわかった
ことを中心 に発表
させる。
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木 曽の森林で木 を
切 り， 筏 に組んで
名古 屋港 まで運ん
で きた。　これを 貯
木場 に浮 かべてお
い て材木業者 の注
文 により堀川 沿い
の製材所へ運んだ。
３　現在 は， どのよ
うにして木材を 運
ん でいる のだろう
か？
・昭和40 年代を さか
い にして， ト ラッ
クなどの陸上輸 送
に変わってきた。
・ コンテナの発達 に
より， 国 産材から
外 国から の製材 さ
れた集 成材を使 う
ようになってきた。
４　最近 のコンテナ
はどのよう にして
運ばれてくるのか？
・外国 の安い賃 金で
製材 された角材 が
コ ンテナに詰 めら
れて輸入 さ れるよ
うになってきた。
５　なぜ， 内 陸輸送
か ら鉄道 輸送や 海
運 に変え ていこ う
としてい る のか ？
○ 貨物を輸送す るに
は自動車トラック)，
鉄 道( 貨車) ， 船
(貨物船やフェリー)，
飛行機の４つの輸
送機関かあります。
日本では現在、１年
間に62 億ト ンもの
貨物が輸 送されて
います。そのうち，
最 も多 くの貨物 を
運んでい るのは卜
ラックですが， ほ
かの輸送機関 もそ
れぞれ役割 に応じ
て， 暮らしや産業
に必 要な モノテ ナ
が使われる。
○　 内 陸輸 送から鉄
道 や海運 に変え る
利点 は何だろ うか
考える。
○ もと もと筏 とは、
森林で木を伐採し、
上流 から下 流 に向
けて川を 通 って運
ぶ環 境に優しい手
段で あったこ とに
気づかせる。
○港 の見学時 の大量
のコンテナ の景観
を想起させる。
○環境問題、 地球温
暖化 との関 わりで
とらえさせる。
○ なぜトラック輸送
から、 鉄道 輸送や
海運に変え ていこ
うとしているのか、
CO 襾 削減という視
点 に気付か せなが
ら考えさせる。
６　今後 の環境問 題
を考え た輸送 シス
テムはどうあ るべ
きか話し合う。
○陸路か水路、 ど ち
らを選択するか？
○ モー ダル シフトと
いって水路輸送 の概
念 が注目されている
ことに気づかせる。
VI　 結論と今後の課題
授業 モデルＡで は，単元 厂森林と人々の生活」
で，増加するコンテナで運ばれる集成材から，日
本の森林自給率の低さを筏の減少との関連を追究
させ るもので ある。 授業 モデ ルＢ で は， 単元
「わたしたちのくらしと運輸業」 で，環境問題と
の関わりで子どもたちに運輸業について考えさせ
ることをねらった。そこで，事前の筏乗りや貯木
場での体験活動の後の設定で，「木材」 と 匚木材
の輸送」との関係について時間軸を組み込みなが
ら 探究的に考え，現在の運輸業のテーマであり，
新しい 匚モーダルシフト」についての概念を獲得
するような授業設計を試み，授業モデルとして提
示した。地域景観からの問い 厂なぜ堀川に筏が浮
かんでいるのか？」という問いを子どもだちと３
年間試行錯誤する中で，教師自身が，新たな社会
科学の成果を組み込む必要性を感じ，伝統文化と
しての筏乗りの体験活動をしながら科学的社会認
識形成を目指す今回の２つの授業モデル設計へ至っ
た。
授業の指導案は，１［可で，完成されるわけで は
なく，絶えず，修正しながら授業設計をしていく
ことも大切である。体験重視の総合学習で子供の
目線 に立つ教材研究をしながら，一方で，社会諸
科学の成果を組み込みながら概念探究を目指す社
会科を統合させることで， はいまわらず，ダイナ
ミックな社会科授業設計が可能 になり，シチズン
シップ・エデュケーションにつながっていくと考
える。体験や経験と社会認識との関連，体験学習
や総合学習と社会科 との関連 を更に考え ること
が今後の課題である。特に，体験や経験と教師の
意図した授業目標に対して，体験や経験はどのよ
うな意味をなすのか，体験後の話し合い学習の場
面を中心 に逐語授業記録を分析していくことが必
要である。
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注
1）筆者の問題意識は
，ただ体験させるのではなく，
子供の豊かな問いを育む体験（岩田
一彦は概念探究
型における体験活動は
，豊かな情報を得ると指摘し
ている
，岩田一彦『小学校社会科の授業設計』明治
図書, 1995年）を重視しつつ
，質の高い概念探究型
の社会科地理の授業設計づくりをするにはどうあれ
ばよいかである
。今後，体験に基づく社会科授業設
計やその後の授業分析を統合させる試みが必要であ
る。
2）安野功「言葉と体験を重視した授業づくり～社会
科における体験の充実～」『社会科教育』, 2006年，
116～119頁。
3）森分孝治「社会科における思考力育成の基本原則
～形式主義・活動主義的偏向の克服のために～」「社
會科研究」第47号, 1997年。
4）児玉康弘「探究的授業構成論の再評価～市民的資質育成における社会科学の役割～」
「社会科研究」第62号, 2005年。「説明」を原理とす
る社会科探究論の批判に対して
，教授書を提示して，
その意義を再考している。
金子邦秀匚現代アメリカ社会科の研究（6）
～新社会科
再評価の動向」『教育文化』1996年。
5）金子は, 1990年代に, 1960年代の探究学習が評価
されたことを述べている
。またフェントンは，授業
設計と同時に，実際の授業分析も今後必要であると
述べている。
6）小谷恵津子「概念探究型社会科における納得をと
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～中学校地理的分野『人口
から見た日本』の開発を通して～」『社会科研究』第
62号，2005年。
7）竹澤伸
一「中学校社会科環境学習のカリキュラム
開発一選択『社会』・総合的学習との関係においてー」
『社会科研究』第62号, 2005年。
8）寺西和子「経験と知識創造
」『教育方法学研究』第
17巻, 1991年，57～65頁。
9）佐長健司「社会科授業の民主主義論的検討
」「社会
科研究」第59号，2003年21～30頁。10）小原友行「イギリスの新教科『シチズンシップ教
育』の中味『社会科教育』547号, 2005年。11）無着成恭『山びこ学校』，百合出版, 1993年, 143
～155頁。
12「山びこ学校
」の実践に対する批評には，佐長健司
(1996)『山びこ学校』のダブル・パイント」『社会科研究』1996年，がある。
13）近年
，アメリカや日本などでも，教師教育が関心
を呼び
，たくさんの論文が出ている。しかし，算数・
数学授業に関するものが多く
，社会科の授業内容に
即したものや授業分析は見あたらない。
14）拙稿「‾食を主題とする社会科授業の設計～生活文
化教材の科学化を目指して～」兵庫教育大学院修士
論文, 1994年。
15）体験活動と子供の社会認識との関連について考え
るには
，授業分析対象として，社会科の「生活文化」
学習の授業は
，最も適切であり，分析結果から得ら
れる知見は多大であると考える。
16）桑原敏典「『小学校社会科改善への提言－『公民的
資質』の再検討－』日本文教出版, 2004年, 142頁。
17）市民性教育の社会問題についてもっと地域の問題
を取り上げるべきである
。最近の市民形成科や市民
資質育成の授業モデルは
，エイズ問題や, C02£>排出
税などまさしく社会問題であり
，「地域」の問題はほ
とんど扱われていない
。　しかし，これらの問題と同
様に
，もっと地域の問題についても考えさせたい。
地域においても地域社会の
一員としての社会問題を
考える授業設計が必要である
。イギリスの市民教育
が日本における総合学習のようなものであるという
ことからも
，もう少し，地域を重視した日本型市民
教育の開発が望まれる。
18）堀川ライオンズクラブは
，名古屋のＮＰＯであり，
堀川浄化の活動を行っている。
19）拙稿「‾筏文化に着目した堀川の総合学習から愛・
地球博へ冂読売教育賞最優秀賞受賞（生活科・総
合学習部門), 2006年。
20）秋山義継『現代交通論』創成社　2006年, 202頁
。
21）森分孝治「市民的資質育成における社会科教育一
合理的意思決定
－」社会系教科教育学会『社会系教
科教育学研究』，第13号, 2001年, 43-50頁。
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